
11月放送のCTY−FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）
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■別所虎
こ

太
た

郎
ろう

さん（中部西小４年）
お父さんがこの研究会を知っていて、今年から
参加しました。会の活動は、どれも楽しいです。
特に山に入って、カマキリやカエル、イモリな
どいろいろな生き物を見たり触れたりするのがと
ても面白いです。

■碓
うす

井
い

悠太さん（西朝明中２年）
入会して５年目です。ヒルの生態研究でライフ

サイクルを調べています。今は、ヒルのすみか、
食餌、生殖について調べています。誰もやってい
ない研究なので見つけたことがすべて新発見で、
理科の授業と違って答えがないことを探していく
のがとても楽しいです。

子どもヤマビル研究会
鈴鹿山麓で自然や生き物が大好きな小学４年生から中学３年生までの子どもたちが集まって、ヤマビルの研究
をしている「子どもヤマビル研究会」、通称「ヒル研」。
ヒル研は、11年前に四日市市少年自然の家の活動として産声を上げ、幾多の変遷を経て今に続いています。ヤ
マビルの生態を観察し、湧き起こる疑問を子どもたちの力で解決しながら、新しい発見をしてきました。今まで
いくつかの大発見があったそうですが、「ヒルは木から落ちてこない」ということを３年かけて実証し、その成
果を出版社からの提案で１冊の本にまとめ、９月に発刊しました。発売後、各メディアでも紹介され、高い評価
を受けているそうです。
ヒル研には、元教員のコーディネーターやヒルよけスプレーを開発した会社社長の顧問はいますが、指導者は
なく、子どもたちみんなが研究者という考えで活動しています。伸び伸びと、好奇心をもって未知の世界を次々
と切り拓いていくヒル研の皆さんに、会の活動とその研究についてお話を伺いました。

「ヒルは木から落ちてこない。」（山と渓谷社）
ヒル研で研究活動した様子を本にまとめました

写真左から別所虎太郎さん、　西村隆宏さん、碓井悠太さん、
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■西村隆宏さん（顧問）
コーディネーターの樋口さんの教育哲学に感銘
を受けて、広報を中心にヒル研の活動を支援して
きました。
私の会社で製造販売しているヒルよけスプレー
の開発を通して得た、知見やつながりを生かして、
地域教育に関わり、子ども研究員とともに研究で
きたこと、成長を見守ることができたことは何よ
りの財産となりました。
子ども研究員が主体となり研究をしているヒル
研の運営方法は、次世代の教育方法の実践だと思
っています。記憶するだけの勉強は楽しくないで
すからね。

■樋口大
だい

良
りょう

さん（コーディネーター）
子どもヤマビル研究会の代表を務めています
が、「ヒル研には指導者はいない」とうたってい
るとおり、私も同じ研究員として、子ども研究員
と一緒に額を寄せ合いヤマビルの生態を調べてい
ます。
ヒルを通して科学の手法を身に付け、将来科学
者になる子を育てていきたい。初期の研究員の中
には、大学院で研究生活に入っている子もいるそ
うです。一人ひとりの成長を見守るのは教師冥利
に尽きます。未知の世界に飛び込む面白さを多く
の人に知ってもらいたい。興味をもった人は、ぜ
ひヒル研に参加してもらえればと思います。

■清水陸
り

空
く

さん（山手中２年）
先生に勧められて去年入りました。ヒルの卵の
写真を見せてもらい、ヒル研のとりこになりまし
た。何とか僕の手でこのきれいな卵を産ませてみ
たいと研究をしています。小さな体から、約１cm
の丸い卵（卵塊）が産まれてくるなんて神秘です。
それが、どのようにヒルの体から出てくるかを突
き止めたいです。

■服部琢
たく

志
し

さん（三重平中１年）
母の勧めで入りました。やり始めるととても楽
しく、学校では味わえないような研究ができます。
４年経ちましたが、山でのヒルの拡がりと水との関
係が実証できたときは、とてもうれしかったです。
今は、各地のヒルの生息域の分布に興味があり、
丹沢山地（神奈川県）や屋久島からヒルを送って
もらって研究しています。

上：ヒルの卵（卵塊）　　下：ヒルが白線右の花崗岩が
好きか、左の石灰岩が好きか調べる実験

清水陸空さん、　樋口大良さん、服部琢志さん


